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株式会社 MCJ の第三者割当増資引受に関するお知らせ 

当社は平成 17 年 9 月 21 日開催の取締役会において、株式会社 MCJ（東証マザーズ：コード 6670 

以下「MCJ」）が行う第三者割当増資を引受けることにより、MCJ  の株式を取得することを決議致しまし 

たので、下記のとおりお知らせ致します。 

記 

1.  第三者割当増資引受の理由 

当社は平成17年8月29日付「株式会社アポロ・インベストメントへの商号変更のお知らせ」でお知らせ 

しましたとおり、純粋持株（投資）会社として投資事業を本格展開する「Value­up投資事業戦略」を提起 

致しました。すなわち、その経営諸資源、事業戦略、損益状況に比して市場において過小評価されて 

いると当社が判断する企業に対して第三者割当増資の引受けなどによりその株式を取得し、当社の戦 

略的財務戦略に関するノウハウを供与することにより、その企業価値を向上（Value­up）させてまいります。 

その一環として、平成17年8月30日に株式会社オーエー・システム・プラザ（JASDAQ：コード  7491）の 

新株式取得を決議しました。これに続き、本日、MCJの第三者割当増資による新株式を引受けることを 

決議いたしました。 

MCJはBTO(Build  To  Order:  受注生産)メーカーでありますが、近年積極的に関連事業者と業務提 

携を行うことで順次事業領域を拡大しております。平成17年4月には、総額24億円の増資を行い、 

SYNNEX  CORPORATION（米国、カリフォルニア州、代表者ロバート・ファング、ニューヨーク証券取引 

所 コード：SNX）の日本法人 株式会社シネックスの株式を取得、子会社化し、また平成17年9月7日 

付で専門書、解説書等の分野において優れた実績のある株式会社秀和システムの完全子会社化を決 

定するなど、M&Aを積極的に展開し、事業領域を急拡大しており、その株式を東京証券取引所マザー 

ズに上場しております。当社の投資・財務戦略のノウハウを供与することにより、より一層のValue­upが実 

現できることを期して、同社の株式を取得することにいたしました。



2.  MCJ の概要 

(1)  商号 株式会社MCJ 

(2)  主な事業内容 パーソナルコンピュータ及び周辺機器の開発、製造、販売と 

それに付随する一切の事業、ソフトウェア開発及びシステム設計、 

ネットワーク関連事業全般、情報関連事業全般 他 

(3)  設立年月日 平成10年8月3日 

(4)  本店所在地 埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸一丁目14番11号 

(5)  代表者 代表取締役社長 髙島 勇二 

(6)  資本金  3,248百万円 （平成17年4月末現在） 

(7)  従業員数  60名（平成17年3月末現在） 

(8)  過年度の実績 （単位：百万円） 

平成15年3月期 平成16年3月期 平成17年3月期 

売 上 高  5,199  8,249  10,759 

経 常 利 益  211  490  618 

当 期 純 利 益  109  261  332 

総 資 産  1,585  2,567  6,963 

3.  第三者割当増資の概要 

(1)  内容  MCJ が行う第三者割当増資によって発行する普通株式  3,990 株のう 

ち、800 株を取得する。 

(2)  当社払込総額  200,800,000 円 

(3)  払込期日 平成 17 年 10 月 28 日 

(4)  割当新株式の譲渡 

に関する事項等 

割当新株式のロックアップ期間は新株交付日より  1  年間とする。ただし、 

割当新株式効力発生日（平成 17年 10 月 28 日）より 2 年間において、当 

該割当新株式の全部または一部を譲渡した場合には、譲渡先の氏名及 

び住所、譲渡株式数、譲渡日、譲渡価格、譲渡の理由、譲渡の方法等を 

MCJ に書面にて報告するものとする。 

4.  今後の予定 

平成 17 年  9 月 21 日 当社取締役会 

平成 17 年 10 月 28 日 第三者割当増資払込期日 

5.  今後の見通し 

当第三者割当増資の引受けが当社の業績に与える影響は現在算定中であり、確定次第開示致 

します。 

以上


